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豊浦高校 下松工業高校
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 16 1 6 1 1 3 3 2 - - - - - - -

5 * 9 1 3 0 0 9 4 3 - - - - - - -

6 0 0 0 0 0 1 1 20 - - - - - - -

7 0 0 0 0 0 0 0 21 - - - - - - -

8 0 0 0 0 0 0 0 29 - - - - - - -

9 * 12 0 6 0 3 5 3 30 * 28 6 5 0 1 5 2

10 0 0 0 0 0 0 1 42 * (C) 10 2 1 2 3 7 3

11 2 0 1 0 0 0 4 51 0 0 0 0 0 1 0

12 * 0 0 0 0 0 2 0 52 * 8 1 2 1 3 4 6

13 0 0 0 0 0 0 0 55 - - - - - - -

14 0 0 0 0 1 0 0 56 - - - - - - -

15 * 26 2 8 4 1 4 3 59 0 0 0 0 0 0 0

16 2 0 1 0 3 2 3 72 * 2 0 1 0 2 3 1

17 2 0 1 0 0 3 0 81 * 5 0 2 1 3 10 3

18 9 1 3 0 0 2 1 82 - - - - - - -

19 0 0 0 0 0 0 0 84 - - - - - - -

20 0 0 0 0 0 0 0 85 - - - - - - -

21 3 1 0 0 1 3 2 86 - - - - - - -

81 6 29 5 10 34 25 53 9 11 4 12 30 15

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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豊浦高校 下松工業高校81 53

2023年11月4日(土) 会場： 俵田翁記念体育館15:00

準決勝

山　本　皓　貴

三　好　浩　平

主審

副審

○ ●

渡　邉　維　央

選　手　氏　名

古　永　脩　磨

小　野　修　誠

熊　野　悠　生

No. 1M4 日時：

選　手　氏　名

安　達　伊吹樹

濵　村　　　烈

合計

戦　　評

記載者 河　野　夏　美 （所属） 山口県高体連バスケットボール専門部

合計

國　本　颯　飛

有　澤　弘　太

岩　田　健　伸

藤　村　聖　龍

北　野　　　昴

山　村　恭一朗

竹　光　　　楓

大　木　暁　心

徳　原　愛　空

國　本　大　煌

貞　國　　　薫

松　田　琉　誠

安　永　昊太郎

原　田　　　春

大　川　　　然

坪　井　遥　生

市　川　紘　大

岡　原　　　柊

藤　田　晏　士

梅　田　晄　希

ウインターカップ2023
第７６回全国高等学校バスケットボール選手権大会山口県予選会

コーチコーチ 枝　折　康　孝

本　竹　由　宗

眞　鍋　　　唯

髙　村　飛　羽

澄　川　孝　太

藤　浦　大　輝

内　山　舜　笙

大　木　悠　生

大　浜　歩　葵

白　瀧　真希人

藤　井　克　介

岡　﨑　一　磨

村　上　大　騎

豊浦マッチアップゾーン、下松工マンツーマンでスタート。下松工は＃８１のリバウンドショットで先制するも、その折り返しで豊浦

はフォーメーションから＃１５のバスケットカウントで取り返す。その後、下松工は鋭いドライブからキックアウトし３Ｐを放つもリング

に嫌われる。豊浦は＃９のポストプレーや＃１５の１対１で確実に得点を重ね、豊浦２０－１２下松工。２Ｑ、豊浦はハイローから＃

１５のジャンパーでリズムよく得点し、２－２－１のゾーンプレスを仕掛ける。豊浦＃１５が連続得点し、一気に１０点差となり盛り上

がる。対する下松工もゾーンに慣れ、いい形での３Ｐやリバウンドショットを沈め、応戦する。両者一進一退の攻防が続き、豊浦３８

－２２下松工。３Ｑ、豊浦は＃４の１対１で先制し、一気に畳みかける。相手のミスを誘い、徹底的にインサイドにボールを集め、確

実に得点を重ねる。残り８分、豊浦４６－２３下松となったところで下松工たまらずタイムアウト。その後流れを変えることができず、

じわじわと点差が開いていき、豊浦６３－３２下松工。４Ｑ、下松工は速い展開で果敢にドライブを仕掛けるが、小さく絞られ思うよ

うに得点に繋げられない。それでも下松工＃３０が１対１や３Ｐをねじ込む。一方豊浦は運動量のあるマッチアップゾーンでス

ティールからブレイクで簡単に得点していく。残り２分、下松工はディフェンスをマンツーマンプレスで仕掛けるも、点差を縮めること

はできず豊浦８１－５３下松工で豊浦の勝利。最後まで戦い抜いた下松工の健闘を称えるとともに、１０年連続の全国大会出場を

決めた豊浦の決勝戦に期待したい。
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